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822− 160 第 5 群　産 婦 人 科 解 剖 。 生 埋 ・生 化 学・一・般 に 関 す る 問 題 日産 婦 誌 ユ5卷 9 号 臨 時増刊

　1）　非妊娠 ， 妊娠時共 に倍率は 500 × 包埋 は モ ノ マ ー．

　2） 多少 の 走向の 相異 2［亡認 め る程度 dense　 area は は

つ き り し、ま せ ん e

　27．子宮筋 の電子顕微鏡的研究 （第 2 報）

　　　　　 （自衞隊中央病院研究部）　 亀谷　　謙

　　　　　　　　　　　（産婦人 科 ） 石原 力

　前に 私は
一v ウ ス 及 び 入 り 子宮筋 を 電 广顕徴鏡 で 観察

し，筋 肉収縮の 最小形態学 的単位 と考タ、られ て い る ミ オ

フ ィ ラ メ ン τ・が 妊娠の 際明瞭とな る 事を報告 し た ．

　今 回 は 成熟兎の 子宮筋 を電子顕微鏡で観察 し多少の 知

見 を得た の で こ S に 報告する ．

　試 料 の 固定 は 削回 同 様 」．％OsO
、
ベ ロ ナ

ー
ル 緩衝液 （殫

7。2）　で約ユ時間行 つ た 。　包 埋 は前「［唄こ使刑 した ブ チ

ル メ タ ク リ レ ー．ト8 ， メ チ ル メ タ ク リレ vTト2 の 混合液

の 他，竃 子線衝 激 に 対 して 強 い と云 わ れ る ス チ レ ン メ タ

ク リレ ー1・5 ，ブ チ ル メ タ ク リレ ー ト 5 の 混合液更 に も

つ と強い と云われるエポ ン （Luftに よ る）を使用 した．

　電子線染色は 飽和水酸化鉛 あ る い は 飽和醋酸ウ ラ ニ ー

ル に て行 つ た。

　1） 兎子宮筋に於 い て 毛入 と同様妊娠す る と

　 i） ミ オ フ ィ ラ メ ン ｝・は 明瞭とな り整然と並 ぶ よ うに

な る 、ミ オ フ ィ ラ メ ン ト上 に 周期的に 並 ぶ de1ユse 　 area

も著明となる ．

　ii）小胞体，ミ トコ ン ド リア 等は 増 量 す る。

　ii｛）細胞同隙は広 くな る ，

　2） 去 勢後 3 週間 と 4 日 の 子宮筋 で は

　 i） 核質 中特 に 棲膜の 内側 に dense な 領域 を 認 め

る．

　i三） ミ オ フ ィ ラ メ ン トは却て コ ン トラ ス トを増す ，

　 3）　去勢後 3 週間後 よ リエ ス ト ラ ジ オ
ール ベ ン ツ ォ ア

ート0．04ng　7 口間続 い て プ ロ ゲ ス テ ロ ン 1   3 口間 注 射

した もの で は ，
ミ オ ン ィ ラ メ ン トに 関す る 限り非妊娠 の

もの と 大差は な い 。

　4） 兎 の 双 角 子宮 の
一

側 の 頚 管側 を結紮 し，1週 間 位

後に交尾妊 娠 させ て 妊娠30日 目に 左 右各側 の 子寓筋の †1．1
違 を 見 た と こ ろ

　 量）　 ミ オ フ ィ フ メ ン トに 関 して は 妊娠 側 （結紮 〔、な か

』
7 た 側 ） も非妊娠 側 　（結紮 した 側 ）　 も余 り差 は な か り

た ．

　 ii） 水酸化鉛で染色 して 比 較す る と妊娠側の 筋細 泡中

に は Glycogen 顆粒 が 著明 に存在 ナ る ．非 妊 娠 側 に は存

在 しな い ．

　 5） 兎の 子宮
．
ぐも筋細胞相．彑：の ジ ン チ チ ア ル な結合は

現在まで の とこ ろ認め て い な い ．

　答弁　　　 （自衞隊 r卜央病院研 究部）　 亀 谷 　　謙

　 去 勢後 1 週 闘 と 4Hl 、りエ ス トヲ ジ オ ー．
ル ベ ン ツ ォ ア

ートO．04illg， 続 い て プ 卩 ジ エ ス テ P ン 1mg　3 臼問皮 下 注

し 寮 した ．

　28．卵管疎通検査法と して の 子宮卵管造影像の

分析

　　　　 （東京医 大）

　　　 藤原　幸郎 ， 小坂　順治，更級　武夫，

　　　 吉野　　明 ，旄原　泰治，松沢　　昭，

　　　 植村
’

英夫 ， 坂田　　稔 ， 培倉　貝
一一

　従来，卵管疎通検査法の
一』

コ と して の 子宮卵管造影術

に 関す る 報1［i・は数多い 」1・s， その 影像の 分析に関す る報fl計
は 少い ．卵 管疎通 の 有無 を判定 す る に際し ， そ の影像 の

判読 に 1．］∫成 り昧剛11を覚 ゆ る事 が麌・セ あ る ．・
そ の た め 我 k

は 子宮卵管造 影の 影像の 分析を 試 み，その 殃通 性 の 判定

基準 を作 つ て最近 4 力 年間に 得た ． 46丁例 に ワ い て ，検

討を加えて み た ．

　先ず直後像 に 関 して 造影剤注 入後 5〜10分 ， 体動せ し

め な 後に 撮影 した もの を 〔A 〕と し ， 注 人 直後に撮影し

た も の を 〔B〕 と し，夫 k 比 較検討 して み た ．影像の 分

類 に 関 して は ， 卵管膨大部像を ，
」五常 （即 ち 細 小 平滑）

像 ，拡張平滑像 ，拡張不整縁 ， 細小不整像 ， 欠損像の 5

っ に，腹腔内漏出像を， （ビ マ ン 性若 し くは 輿 11性）薄

雲状． 〔卵管周 囲，非卵管周囲） 小斑点状，不 整 濃 厘陰

影 ， 桑 芙 状 ， 塊状，卵管周囲局性不整漏出状 ， 欠損像の

7 つ に 分類 した．

　疎通 性 判定 基 準に 関 して は ，通 過 像 は 24鵑 間後の 終末

像 に於 い て ，   （ビ マ ン 性若 し くは集 中性 ） 薄雲状 ， 

非卵管周 囲 の 小 斑点状，  不整濃厚陰影 の い づ ；i’］．か を呈

す る もの 斉：通過像と し た．不 逓過像は ，  正 常子宮腔像

を呈 し乍ら ， 終末像 に於い て も ， 卵管像 ， 腹腔 内漏出像

を 欠 くもの ，  24時 間後 の 終末像 に 於 い て ， 両側卵管膨

大部 が 明 瞭 に 残 り，⊥ 逋 の 通 過 像を 欠 くもの ， 
一

側 の

膨大部終末像が ， 残 っ て い る場合 も，通過像 を欠 き ， 且

つ 直後の 膨 大部像が 同側 の み に あ る 場合を 、い つ れ も不

通 過 像 と した ．そ の い つ れ．に 杢該当 し な い 屯 の ぞ1亡判定不

能像と し，再検 又 は 他の 疎通検査を 併用 して 判 定 す る 必

要が あ る と 考え る，

　卵管疎通検査 と i、て の r・宮卵管造影衝は ，終末像 の 方

が 直後像 〕、り遥か に重 要で あ り，直後像 は 子宮腔内造影

剤 の 充盈の 程度の
』
「
三1」定及 び卵管像の 終末像 との 比較 に 意

義｛．有す る ti　”’）．！こ・考え る・
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